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目

次

規

則

○
白
鬚
地
区
共
同
利
用
工
場
施
設
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
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改
正
す
る
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則
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…
…
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…（
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
）…
�

○
東
京
都
建
設
事
務
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…（
建
設
局
総
務
部
総
務
課
）…
�

規

則
（
人
）

○
職
員
の
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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○
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
�

規

則

白
鬚
地
区
共
同
利
用
工
場
施
設
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
十
七
号

白
鬚
地
区
共
同
利
用
工
場
施
設
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

白
鬚
地
区
共
同
利
用
工
場
施
設
の
貸
付
け
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
規
則
第
百
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
別
に
定
め
る
資
格
を
有
す
る
連
帯
保
証
人
を
付
し
、
」
を
削
る
。

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
二
月
」
を
「
四
月
」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「と

し
、
連
帯
保
証
人

を
丙
と
し
て
、
甲
、
乙
及
び
丙
間

」
を
「と

し

て
、
甲
乙
間

」
に
、
「２
月

」
を
「４

月

」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
る
。附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
白
鬚
地
区
共
同
利
用
工
場
施
設
の
貸

付
け
に
関
す
る
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
締
結
し
て
い
る
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
は
、

当
該
賃
貸
借
契
約
の
賃
貸
借
期
間
に
限
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
都
建
設
事
務
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
二
十
八
号

東
京
都
建
設
事
務
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
建
設
事
務
所
長
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
東
京
都
規
則
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
㈨
の
二
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
一
号
の
四
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
の
五

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
の

権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

㈠

災
害
対
策
基
本
法
第
七
十
六
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
等
の
占
有
者
等
に
対
し
て

緊
急
通
行
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

㈡

災
害
対
策
基
本
法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
自
ら
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該
措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

㈢

災
害
対
策
基
本
法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、

又
は
竹
木
そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則
（
人
）

職
員
の
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

職
員
の
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
、
」
に
、
「
の
規

定
に
基
づ
き
」
を
「
又
は
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第

百
四
十
八
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
四
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
人
事
委

員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
三
項
中
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
、
」
に
、

「
の
規
定
に
基
づ
き
」
を
「
又
は
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都

条
例
第
百
四
十
八
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
共
和
国
」
を
「
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。
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